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　平成 23 年度から平成 29 年度

のおおむね 7 年間を達成期間と

し推進している「大崎市震災復

興計画」。この計画に掲げた災害

公営住宅の建設は、6カ所のうち、

4 カ所がすでに完成し、入居者の

皆さんの新しい生活が始まって

います。

　現在、この災害公営住宅に入

居する人と地域コミュニティと

の新しい関係性の構築が始まろ

うとしています。真の震災復興

に向けて共に歩んでいくために。

　震災から丸 4 年。新たな震災

復興のステージに差し掛かった

大崎市の動きを紹介します。

 まちづくり推進課  

☎ 23-5069

今回市内に建設した (している )災害公営住宅は６カ所。東日

本大震災で自宅を失った人たちなどが入居できる住宅です。

 建築住宅課  ☎ 23-8054

住宅名 整備戸数 入居開始

古川七日町住宅 30 戸 平成 27 年 2月～

古川駅東住宅 35 戸 平成 26 年 11 月～

古川駅前大通住宅 35 戸 平成 26 年 11 月～

古川十日町住宅 20 戸 平成 27 年度完成予定

(仮称) 鹿島台住宅 45 戸 平成 27 年度完成予定

田尻沼部住宅 5戸 平成 26 年 9月～

大崎市の災害公営住宅

▲古川七日町住宅 ▲古川駅前大通住宅

　古川七日町住宅の鍵引渡式が行われた 1

月 17 日、入居者を歓迎するイベントが、

七日町中央通り商店街振興組合と七日町町

内会の主催で開催されました。

　つきたての餅や豚汁が振る舞われたほ

か、無料で参加できる「新春開運ワーク

ショップ」や「軽トラふれあい市」も行われ、

入居者も地域の人も隔たりなく自由に参加

できる、まつりのような雰囲気の中、多く

の人で賑わいました。

　住宅に併設された集会所を活用し、多く

の支援団体などの力も借りて、災害公営住

宅の皆さんと共に歩むコミュニティである

ことを地域内外に広く知ってもらう、すば

らしい取り組みとなりました。

新しいコミュニティをはじめよう !

七日町中央通り商店街振興組合と七日町町内会の取り組み


